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　平成１９年度一般会計の歳入は、前年度比１２．３％
減の２５億３，６４３万円となり、このうち国からの地
方交付税が全体の約４６％を占め、町民の方々から
直接負担していただいている町税や施設使用料な
どの収入は約２０％と、依然として国または北海道
からの交付金等に大きく依存している財政状況と
なっています。

����

　町税などの財源の主な使い道は、次のとおりで
す。
□総務費～財政調整基金などの各種基金に積立し
　ました。　　　　　　　　　　
□民生費～各種健診・検診を実施するなど、住民
　の健康推進に努めました。
□土木費～駒ヶ岳砂防ダムの建設工事を行ったほ
　か、町道宮浜道路線の整備や公営住宅の屋根改
　修を実施しました。
□消防費～防災行政無線屋外拡声機の更新を行い
　ました。
□教育費～中学校校内放送設備改修など教育施設
　の設備充実を図りました。　　　　　　　　
□公債費～過去に事業を行うために借り入れたお
　金の返済金です。
□諸費～主に職員の人件費です。
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歳出歳入会計名

８億８，０３６万円８億１，３６４万円国民健康保険

４億４，０４２万円４億４，９１７万円老人保健

１億８，８９０万円１億９，９７７万円介護保険（保険）

７２万円７２万円介護保険（サービス）

支出収入

９，８１９万円１億９８１万円収益的収支

５８４万円４９６万円資本的収支
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０％ ５０％ １００％
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いこいの湯管理委託�����　本別中央会館管理委託����������������������� � �
障害者自立支援事業扶助������　児童手当等給付������������������������� � �
渡島廃棄物広域連合負担������　し尿処理委託������　資源ゴミ処理委託����������������������� � �
ホタテウロ未利用資源有効利用施設運営補助�����　ウニ種苗放流事業����������������������� � � � � �
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公営住宅修繕�����　町道修繕�������������������� � �
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『現在のところ一時借入金なし』
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　平成２０年９月３０日（火）中央公民館において、ＮＰＯ北海道健康づくり協会理事・主任指導員の原崎千鶴子先
生を講師に迎え、介護予防教室「しかべ貯筋教室」を開催しました。
　教室ではストレッチ運動やスポンジボールなどを使用した運動を実
施し、参加者の皆さんは熱心に運動に取り組んでいました。
　からだを動かさずにいると、筋力や骨は年齢以上におとろえ、心臓
や肺の機能も弱くなって、より運動しにくいからだになってしまいま
す。そうならないためには少しでもからだを動かし筋力、特に脚力の
保持・増進に努め、寝たきりにならないようにすることが大切です。
まずは軽い運動からでもよいので、チャレンジしてみましょう。

�������
　ウォーキングなどの有酸素運動は心肺機能を向上させる効果があります。また、ストレッチ運動や筋力トレー
ニングは筋力を向上させ、骨を丈夫にする効果があります。そのため、これら２つの運動を上手に組み合わせ、
効果的に運動をすすめていくことが大切です。
　また、最初から頑張りすぎず少しずつ運動量を増やすようにし、運動前には必ず準備運動をしましょう。
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　地域包括支援センターは、高齢者の福祉や医療、そして権利を守るために、高齢者の生活をあらゆる面からサ
ポートするための機関です。皆さんがいつまでも住みなれた地域で暮らしていけるようお手伝いしますので、積
極的にご利用ください。
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こ
の
選
挙
は
、
北
海
道
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議

員
の
町
村
議
会
議
員
区
分
に
お

い
て
候
補
者
が
定
数
１
名
を
超

え
る
２
名
と
な
っ
た
こ
と
か
ら

選
挙
が
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

北
海
道
内
す
べ
て
の
町
村
議

会
の
選
挙
の
総
得
票
数
に
よ
り

当
選
人
を
決
定
す
る
も
の
で
、

有
効
投
票
数　

票
、
無
効
投
票

１０

数
０
票
で
、
有
効
投
票
の
う
ち

鶴
居
村
議
会
議
員
の
松
井
宏
志

氏
が　

票
を
獲
得
し
ま
し
た
。

１０

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

��

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�

　

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り

９
月
５
日
付
け
で
専
決
処
分
し

た
も
の
で
す
。

　

内
容
は
、
鹿
部
野
球
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
ク
ラ
ッ
プ
ー
ズ
が

「
第　

回
太
陽
グ
ル
ー
プ
杯
争

１５

奪
全
道
少
年
軟
式
野
球
選
抜
大

会
渡
島
支
部
予
選
大
会
」
に
お

い
て
優
勝
し
、
稚
内
市
で
開
催

さ
れ
る
全
道
大
会
の
出
場
権
を

獲
得
し
た
こ
と
か
ら
、
選
手
・

監
督
・
コ
ー
チ
の
経
費　

万
５

９３

�
�
�
�

千
円
を
追
加
措
置
し
た
も
の
で

す
。
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地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
鹿
部
町
特
別
職
等
報
酬

審
議
会
条
例
と
議
会
議
員
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
に
お
い
て
、
文
言
の
一
部
改

正
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
関
係
条

例
の
一
部
を
改
正
し
た
も
の
で

す
。
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内
容
は
、
地
方
税
法
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
町
税
条
例
の
一

部
を
改
正
し
た
も
の
で
す
。
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犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
等
に

関
す
る
施
策
の
策
定
及
び
実
施

に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
体
の

責
務
で
あ
る
と
明
記
さ
れ
た
こ

と
か
ら
町
条
例
に
関
係
す
る

「
鹿
部
町
安
全
で
住
み
よ
い
町

づ
く
り
に
関
す
る
条
例
」に「
犯

罪
、
事
故
等
の
被
害
者
等
の
支

援
に
関
す
る
こ
と
。」の
条
文
を

追
加
し
た
も
の
で
す
。
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北
海
道
医
療
給
付
事
業
補
助

要
綱
が
改
正
さ
れ
、
新
た
に
、

「
精
神
保
健
手
帳
の
交
付
を
受

け
た
方
で
１
級
に
該
当
す
る

方
」
が
補
助
対
象
に
加
え
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
本
条
例
に
お
い

て
助
成
対
象
と
す
る
た
め
条
例

の
一
部
を
改
正
し
た
も
の
で
す
。
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有
事
の
際
に
お
い
て
、
自
衛

隊
員
の
派
遣
、
海
上
保
安
本
部

や
バ
ス
運
送
業
者
等
を
委
員
と

し
て
任
命
さ
れ
て
い
る
市
町
村

も
多
数
あ
る
こ
と
か
ら
、
防
災

関
係
機
関
や
協
力
機
関
か
ら
委

員
任
命
に
つ
い
て
の
要
請
が
あ

っ
た
場
合
を
考
慮
し
、
鹿
部
町

国
民
保
護
協
議
会
の
委
員
定
数

を　

名
以
内
か
ら　

名
以
内
に

１５

２０

改
正
し
た
も
の
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

��

�
�
�
�
�
�
�
	
�

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
千　
７４

万
５
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額　

億
３
千
３
百　

万
９
千
円

２５

６４

と
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
税
シ
ス
テ
ム
の
改

修
委
託
料
１
千
３
百
２
万
円
の

追
加
が
主
な
も
の
で
す
。
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歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
百　
４３

万
９
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
８
億
４
千
８
百　

万
４
千
円

１５

と
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
平
成　

年
度
の
老

２０

人
保
健
拠
出
金
な
ど
金
額
の
確

定
に
伴
う
１
百
７
万
１
千
円
の

減
額
と
、
平
成　

年
度
退
職
者

１９

医
療
交
付
金
確
定
に
伴
う
償
還
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�
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金
４
百　

万
２
千
円
の
追
加
が

５４

主
な
も
の
で
す
。
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補
正
予
算
額
は
ゼ
ロ
円
で
、

歳
出
の
医
療
給
付
費
及
び
医
療

費
支
給
費
８
百　

万
４
千
円
を

７４

減
額
し
、
平
成　

年
度
医
療
費

１９

の
確
定
に
基
づ
く
社
会
保
険
診

療
報
酬
支
払
基
金
、
国
、
道
へ

の
償
還
金
８
百　

万
５
千
円
と

６２

町
一
般
会
計
へ
の
繰
出
金　

万
１２

５
千
円
を
追
加
し
た
も
の
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

��

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�

　

保
険
事
業
勘
定
で
は
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
百　

万
４
千

２８

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
２
億

１
千
９
百　

万
４
千
円
と
し
ま

２８

し
た
。

　

内
容
は
、
国
庫
支
出
金
等
の

過
年
度
分
の
精
算
に
基
づ
く
償

還
金
１
百　

万
１
千
円
を
追
加

３９

し
た
も
の
が
主
な
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定

の
補
正
予
算
額
は
ゼ
ロ
円
で
、

歳
出
の
諸
支
出
金　

万
３
千
円

３０

を
減
額
し
、
介
護
予
防
支
援

サ
ー
ビ
ス
事
業
費
の
委
託
料　
３０

万
３
千
円
を
追
加
し
た
も
の
で

す
。
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歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ　

万
５

８１

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
３

千
９
百　

万
９
千
円
と
し
ま
し

１６

た
。

　

内
容
は
、
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
納
付
金　

万
１
千
円

６６

の
追
加
が
主
な
も
の
で
す
。
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内
容
は
、
北
海
道
市
町
村
備

荒
資
金
組
合
か
ら
組
合
規
約
の

一
部
変
更
に
つ
い
て
協
議
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
議
会
の
議
決

を
求
め
た
も
の
で
す
。
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村
田
勝
則
氏
（
字
宮
浜
２
３
８

番
地
３
）
の
任
命
に
つ
い
て
満

場
一
致
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
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地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、

「
議
会
は
、
会
議
規
則
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
議
案
の
審

査
又
は
議
会
の
運
営
に
関
し
協

議
又
は
調
整
を
行
う
た
め
の
場

を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。」の

規
定
が
新
た
に
設
け
ら
れ
た
こ

と
か
ら
、
議
会
活
動
と
し
て
の

全
員
協
議
会
を
会
議
規
則
に
規

定
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

次
の
意
見
書
を
可
決
し
、
関

係
省
庁
等
へ
提
出
し
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

【
提
出
先
】

　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長

　

内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣

　

財
務
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
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ふ
る
さ
と
を
大
切
に
し
た
い
、

ふ
る
さ
と
の
発
展
に
貢
献
し
た

い
と
い
う
想
い
か
ら
、
都
道
府

県
・
市
町
村
等
に
寄
付
を
行
っ

た
場
合
、
個
人
住
民
税
な
ど
の

一
部
が
控
除
さ
れ
る
「
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
」
が
地
方
税
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ

り
、
４
月　

日
に
公
布
さ
れ
ま

３０

し
た
。

　

当
町
に
お
い
て
も
条
例
整
備

が
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
「
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
」
の
活
用
及
び
周
知
に
つ

い
て
、
町
長
の
ご
見
解
を
お
伺

い
致
し
ま
す
。

　

中
川
議
員
の
一
般
質
問
に
お

答
え
い
た
し
ま
す
。

　

本
制
度
は
、
本
年
４
月　

日
３０

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
よ

り
導
入
さ
れ
、
当
町
と
し
て
も
、

５
月　

日
開
催
の
臨
時
議
会
に

１４

お
い
て
鹿
部
町
税
条
例
の
一
部

改
正
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
制
度
は
、
議
員
ご
指
摘
の

よ
う
に
ふ
る
さ
と
を
想
う
納
税

者
が
自
ら
の
意
思
で
寄
附
し
た

い
自
治
体
を
選
び
、
自
治
体
が

そ
の
想
い
に
応
え
ら
れ
る
施
策

に
活
か
し
て
い
く
こ
と
で
地
域

の
活
性
化
は
も
と
よ
り
、
地
方

自
治
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
制
度
に
よ
り

寄
附
さ
れ
ま
す
と
、
５，

０
０

０
円
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
、

個
人
住
民
税
所
得
割
の
概
ね
１

割
を
上
限
と
し
て
、
所
得
税
と

合
わ
せ
て
全
額
を
控
除
す
る
と

い
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

税
額
控
除
に
つ
き
ま
し
て
は
、
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目
的
達
成
の
た
め
町
長
が
必
要

と
認
め
る
事
業
、
以
上
、
具
体

的
な
事
業
と
し
て
５
つ
、
事
業

を
町
側
に
委
ね
る
も
の
と
合
わ

せ
て
６
事
業
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
議
員
皆
様
に
は
「
要

綱
案
」
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
、

早
急
に
ご
説
明
で
き
る
よ
う
現

在
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
要
綱
の
周
知
は
、
現

在
、
鹿
部
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

の
掲
載
と
広
報
誌
へ
の
掲
載
を

予
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

以
上
の
内
容
を
も
っ
て
答
弁

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
対
し
、

町
の
迅
速
な
対
応
を
望
み
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
し
鹿
部
フ

ァ
ン
を
増
や
し
、
観
光
客
の
誘

致
や
鹿
部
町
出
身
者
の
故
郷
へ

の
訪
問
の
回
数
を
増
や
す
こ
と

に
よ
っ
て
地
産
地
消
の
拡
大
、

ゴ
ル
フ
利
用
税
及
び
入
湯
税
の

増
加
に
よ
る
自
主
財
源
の
確
保

が
望
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
辺
の
町
長
の
考
え
を
お

聞
き
し
ま
す
。

　

ま
た
、
当
町
は
他
の
自
治
体

よ
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
者
が
多

い
と
思
い
ま
す
。

リ
ゾ
ー
ト
地
区
に
住
ん
で
い
る

方
が
、
出
身
自
治
体
に
寄
附
す

る
と
言
う
事
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

逆
に
出
身
自
治
体
へ
の
寄
付

に
よ
る
税
控
除
が
発
生
す
る
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

税
額
控
除
と
の
バ
ラ
ン
ス
を

ど
の
よ
う
に
試
算
さ
れ
て
い
る

か
、
お
伺
い
し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
つ
い

て
は
、
５
月
に
町
広
報
で
周
知

し
て
お
り
ま
す
が
、
大
々
的
な

ピ
ア
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
私
も

遅
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

中
川
議
員
言
わ
れ
る
と
お
り
、

私
も
こ
の
制
度
を
色
々
な
意
味

で
活
用
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

リ
ゾ
ー
ト
地
区
の
方
か
ら

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
と
言
う
事

で
、
出
身
地
に
も
送
り
た
い
、

今
現
在
、
鹿
部
町
に
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
鹿
部
町
に

も
送
り
た
い
と
言
う
相
談
が
数

件
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

先
程
ご
説
明
し
ま
し
た
が
５，

０
０
０
円
以
上
の
寄
附
が
あ
っ

た
場
合
は
、
住
民
税
と
所
得
税

の
税
額
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。 　

一
律
控
除
で
は
な
く
課
税
所

得
に
よ
っ
て
控
除
額
が
変
わ
り

ま
す
。

　

例
え
ば
５
万
円
を
寄
附
さ
れ

た
方
で
課
税
所
得
が
１
９
５
万

円
か
ら
３
２
９
万
９
千
円
ま
で

の
場
合
は
、
住
民
税
が
３
３，

８
５
０
円
、
所
得
税
が
４，

５

０
０
円
、
合
計
で
３
８，

３
５

０
円
が
税
額
控
除
と
言
う
事
に

な
り
ま
す
が
、
現
在
、
寄
附
さ

れ
た
方
が
お
り
ま
せ
ん
の
で
、

今
後
の
推
移
を
見
据
え
な
け
れ

ば
具
体
的
な
数
字
は
つ
か
め
て

い
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
度
、
北
海
道
町
村
議
会

議
員
研
修
会
で
配
布
さ
れ
ま
し

た
町
村
行
財
政
資
料
に
よ
り
ま

す
と
、
町
税
の
徴
収
率
が
平
成

　

年
度
か
ら
平
成　

年
度
ま
で

１６

１８

の
３
年
間
そ
れ
ぞ
れ　

年
度　
．

１６

８２

１
％
、　

年
度　
．

２
％
、　

１７

８２

１８

年
度　
．

１
％
と　

非
常
に
低

８１

い
数
字
で
３
年
間
の
平
均
で
約

　
．

８
％
と
渡
島
管
内
で
最
下

８１位
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
保
税
の
収
納
率
は

平
成　

年
度
で　
．　

％
こ
れ

１８

８７

２９

は
全
道
１
３
４
番
で
下
か
ら
６

番
目
と
誠
に
情
け
な
い
数
字
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
事
に

対
し
て
の
町
長
の
ご
見
解
を
お

伺
い
い
た
し
ま
す
。

　

吉
議
員
の
一
般
質
問
に
お
答

え
い
た
し
ま
す
。

　

始
め
に
北
海
道
町
村
議
会
議

員
研
修
会
に
お
い
て
配
布
さ
れ

た
資
料
に
よ
る
町
税
と
は
、
町

民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動

車
税
、
入
湯
税
、
町
た
ば
こ
税

の
５
税
で
あ
り
、
収
納
率
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
資

料
は
、
現
年
度
分
と
滞
納
分
の

定
め
ら
れ
た
計
算
方
法
に
よ
り

行
い
ま
す
が
、
寄
附
者
は
寄
附

し
た
年
の
確
定
申
告
に
よ
り
、

そ
の
年
分
の
所
得
税
還
付
及
び

翌
年
度
の
個
人
住
民
税
の
税
額

控
除
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

な
お
、
税
条
例
改
正
後
、
電

話
等
に
よ
る
相
談
が
当
町
に
も

数
件
あ
り
ま
し
た
が
、
実
際
に

寄
附
さ
れ
た
方
は
現
在
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。

　

町
で
は
、
こ
の
制
度
の
活
用

の
た
め
、「
ふ
る
さ
と
し
か
べ

応
援
寄
附
金
要
綱
」
を
定
め
、

当
町
を
想
い
、
応
援
し
て
い
た

だ
け
る
個
人
、
団
体
か
ら
寄
附

を
募
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
貴
重

な
財
源
と
し
て
活
用
し
て
参
る

考
え
で
あ
り
ま
す
。

　

要
綱
案
で
は
、
募
り
ま
し
た

寄
附
金
は
、
そ
の
使
途
目
的
を

寄
附
者
自
身
が
予
め
指
定
で
き

る
も
の
と
し
て
、
次
の
６
つ
の

事
業
を
想
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
つ
目
と
し
て
教
育
、
ス

ポ
ー
ツ
及
び
文
化
・
芸
術
の
振

興
に
関
す
る
事
業
、
二
つ
目
と

し
て
健
康
、
福
祉
及
び
医
療
の

充
実
に
関
す
る
事
業
、
三
つ
目

と
し
て
地
域
産
業
の
振
興
に
関

す
る
事
業
、
四
つ
目
と
し
て
地

域
防
災
に
関
す
る
事
業
、
五
つ

目
と
し
て
自
然
環
境
保
全
に
関

す
る
事
業
、
六
つ
目
が
そ
の
他
、 �

�
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合
計
に
対
す
る
収
納
率
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
な
お
、
平
成　
１９

年
度
の
率
に
つ
い
て
は
、
全
道

の
状
況
は
公
表
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
当
町
は
、　

．

１
％
と

８２

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
国
保
税
の
配
布
さ
れ

た
資
料
の
数
値
は
、
現
年
度
分

の
み
に
係
る
徴
収
率
と
な
っ
て

お
り
、
議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
、

全
道
的
に
も
管
内
的
に
も
低
い

状
況
で
平
成　

年
度
の
徴
収
率

１９

も　
．

２
％
と
な
っ
て
お
り
ま

８５
す
。

　

収
納
率
が
低
い
要
因
と
し
て

考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
漁
業
の

総
水
揚
げ
が
伸
び
て
い
る
も
の

の
、
平
均
的
な
底
上
げ
に
は
至

ら
ず
、
人
件
費
や
資
材
等
の
借

金
が
重
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま

た
、
金
融
機
関
等
か
ら
の
多
重

債
務
の
返
済
に
追
わ
れ
て
い
る

こ
と
、
更
に
は
、
景
気
の
低
迷

を
反
映
し
て
、
年
間
を
通
じ
て

不
安
定
な
雇
用
状
況
に
あ
る
方

が
多
い
こ
と
、
こ
れ
ら
が
重
な

り
納
税
が
後
回
し
に
な
っ
て
い

る
の
が
現
状
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
滞

納
対
策
と
し
て
は
、
従
来
か
ら

の
悪
質
滞
納
者
に
つ
い
て
は
、

渡
島
・
檜
山
地
方
税
滞
納
整
理

機
構
に
依
頼
し
て
お
り
、
一
定

の
成
果
が
上
が
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
従
来
、
主
と
し
て
戸

別
訪
問
に
ウ
エ
イ
ト
を
置
い
て

対
応
し
て
き
ま
し
た
が
、　

数
１０

回
訪
問
し
て
も
納
付
に
至
ら
な

い
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
か
ら
、

平
成　

年
度
か
ら
は
、
従
来
の

２０

「
訪
問
型
」
に
加
え
、「
呼
出

型
」
も
取
り
入
れ
て
、
滞
納
者

の
生
活
や
家
庭
状
況
な
ど
に
つ

い
て
時
間
を
か
け
て
納
税
相
談

を
行
い
、
納
税
誓
約
書
に
基
づ

い
て
自
主
納
付
し
て
い
た
だ
き
、

履
行
し
な
い
場
合
は
給
与
、
預

金
等
の
差
押
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
な
お
、　

年
度
に
お
け

２０

る
納
税
誓
約
者
は　

名
、
納
付

２７

率
は
８
月
末
現
在
で　
．

２
％

９３

で
す
が
、
履
行
で
き
な
い
た
め

給
与
の
差
押
に
着
手
し
て
い
る

方
も
数
名
お
り
ま
す
。

　

更
に
は
、
漁
協
の
納
税
準
備

貯
金
か
ら
の
口
座
振
替
は
、
従

来
、
毎
月　

日
に
固
定
資
産
税
、

２０

軽
自
動
車
税
、
町
道
民
税
、
最

後
に
国
保
税
の
順
で
引
落
と
し

て
い
ま
し
た
が
、
１
期
当
た
り

の
税
額
が
大
き
い
国
保
税
に
つ

い
て
は
残
高
不
足
で
引
き
落
と

し
出
来
な
い
納
税
者
も
お
り
ま

す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
漁
協
の
２

回
目
の
精
算
日
で
あ
り
ま
す
月

末
の
納
税
準
備
預
金
を
期
待
し

て
、
翌
月
の
５
日
に
再
度
引
き

落
と
す
事
務
処
理
を
漁
協
と
協

議
を
重
ね
た
結
果
、
来
月　

月
１０

よ
り
行
え
る
調
整
が
図
ら
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
本
年
７
月
に
税
務

課
、
総
務
・
防
災
課
、
建
設
水

道
課
、
水
産
経
済
課
、
保
健
福

祉
課
、
生
涯
学
習
課
、
幼
稚
園
、

給
食
セ
ン
タ
ー
の
構
成
に
よ
り

「
鹿
部
町
債
権
管
理
事
務
連
絡

会
議
」
を
立
ち
上
げ
、
相
互
の

情
報
を
共
有
し
た
中
で
町
全
体

の
債
権
回
収
対
策
を
現
在
検
討

し
て
お
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

以
上
、
現
在
の
状
況
を
報
告

し
ま
し
た
が
、
滞
納
対
策
は
、

今
後
と
も
給
与
、
預
金
等
の
差

押
を
含
め
強
い
気
持
ち
で
取
り

組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
ご
理
解
を
願
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

収
納
率
は
、
改
善
の
方
向
に

進
ん
で
い
る
と
言
う
ご
説
明
で

す
が
平
成　

年
度
が
１
％
増
え

１９

て　
．

１
％
と
上
が
っ
て
い
ま

８２
す
が
、
渡
島
の
平
均
は
、　

．８７

９
％
で
す
。

　

収
納
率
が
悪
い
と
国
か
ら
の

補
助
金
と
か
交
付
金
に
影
響
あ

る
と
言
う
事
を
聞
い
た
事
が
あ

り
ま
す
。

　

町
長
は
、
当
面
合
併
し
な
い

と
言
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
最

近
は
合
併
し
な
い
と
言
う
発
言

を
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
お
り

ま
す
。

　

そ
う
で
あ
れ
ば
、
自
主
財
源

と
な
る
町
税
は
、
１
０
０
％
頂

か
な
い
と
将
来
や
っ
て
い
け
る

の
か
ど
う
か
難
し
く
な
っ
て
来

る
と
思
い
ま
す
。

　

住
民
に
優
し
い
町
政
も
大
事

だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
辺
を

も
っ
と
厳
し
く
さ
れ
て
い
っ
た

方
が
い
い
と
思
い
ま
す
が
、
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

　

国
保
会
計
の
調
整
交
付
金
は
、

保
険
税
の
収
納
率
に
よ
っ
て
ペ

ナ
ル
テ
ィ
ー
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　

平
成　

年
は
、
９
％
減
額
さ

１９

れ
、
医
療
分
が
６
百　

万
１
千

４４

円
、
介
護
分
で　

万
１
千
円
と

３１

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

当
面
は
合
併
し
な
い
と
言
う

事
で
、
町
民
・
議
会
議
員
の
皆

様
か
ら
の
理
解
を
得
な
が
ら
行

財
政
改
革
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

３
年
前
に　

年
間
の
財
政
推

１０

計
を
立
て
、
そ
の
中
で
良
い
方

向
に
い
っ
て
い
る
と
言
う
よ
う

な
事
か
ら
当
面
と
な
る
と
町
民

も
不
安
な
部
分
、
職
員
も
何
と

な
く
中
途
半
端
な
部
分
が
あ
り

ま
す
。

　

現
在
の
状
況
で
あ
れ
ば
合
併

し
な
く
て
も
、
そ
れ
は
永
久
に

続
く
と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、
私

の
考
え
で
は
、
合
併
し
な
く
て

も
や
っ
て
行
け
る
と
思
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

渡
島
・
檜
山
滞
納
整
理
機
構

で
は
実
際
に
差
押
え
等
を
実
施

し
、
一
定
の
効
果
が
上
が
っ
て

い
ま
す
。

　

私
共
も
職
員
を
２
年
間
滞
納

整
理
機
構
に
派
遣
し
て
、
ノ
ウ

ハ
ウ
的
な
部
分
を
取
得
し
ま
し

た
。

　

今
年
か
ら
強
い
気
持
ち
で
実

際
に
取
組
ん
で
成
果
も
上
が
っ

て
き
て
い
る
と
言
う
よ
う
な
状

況
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
強
い
体
制
で
取

組
ん
で
行
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
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差引き額歳　　出歳　　入会　計　別

５０，９０２，９８２円２，４８５，５２１，７６１円２，５３６，４２４，７４３円一 般

▲６６，７１４，３４２円８８０，３５６，８７４円８１３，６４２，５３２円国 保

８，７４６，５０８円４４０，４２３，４９７円４４９，１７０，００５円老 人 保 健

１０，８７６，１５５円１８８，８９５，２８０円１９９，７７１，４３５円介護（保　　険）

０円７２４，９８５円７２４，９８５円介護（サービス）

１８，８２８，１４０円９０，９７７，６３８円１０９，８０５，７７８円水道（収益的収支）

▲５３，４５６，７１２円５８，４１４，７９７円４，９５８，０８５円水道（資本的収支）

▲３０，８１７，２６９円４，１４５，３１４，８３２円４，１１４，４９７，５６３円合　　　計

　

平
成　

年
度
の
決
算
認
定
は
、

１９

本
会
議
初
日
に
議
長
を
除
く
議

員
で
構
成
す
る
「
決
算
審
査
特

別
委
員
会
」
を
設
置
し
翌
日
開

催
し
た
同
委
員
会
で
慎
重
に
審

査
し
た
結
果
い
ず
れ
の
会
計
も

認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
さ
れ
、

本
会
議
に
お
い
て
満
場
一
致
で

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
４
回
臨
時
会
は
、
７
月　
３０

日
に
開
催
さ
れ
、
次
の
事
項
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
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地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り

７
月　

日
付
け
で
専
決
処
分
し

１８

た
も
の
で
す
。

　

内
容
は
、
平
成　

年
度
中
学

２０

校
陸
上
競
技
大
会
渡
島
大
会
で

３
年
生
男
子
１
０
０�
走
１
名

と
、
男
子
４
０
０�
リ
レ
ー
に

お
い
て
全
道
大
会
出
場
権
を
獲

得
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
小
樽
市

で
開
催
さ
れ
る
全
道
陸
上
競
技

大
会
に
出
場
す
る
経
費　

万
円

２５

と
、
中
体
連
渡
島
大
会
で
１
年

生
の
女
子
が
柔
道　
�
超
級
ク

７０

ラ
ス
で
優
勝
し
、
釧
路
市
で
開

催
さ
れ
る
全
道
大
会
に
出
場
す

る
経
費　

万
円
を
追
加
措
置
し

１１

た
も
の
で
す
。
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内
容
は
、
建
設
機
械
等
整
備

費
補
助
金
３
分
の
２
の
内
示
を

受
け
、
除
雪
ト
ラ
ッ
ク
７
ｔ
級

ダ
ン
プ
を
購
入
す
る
も
の
で
す
。
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７
ｔ
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
１
台

�
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�
�
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指
名
競
争
入
札

�
�
�
�
�
�

　

２
千
３
百　

万
５
千
円

４１

�
�
�
�
�
�
�
�

　

函
館
日
野
自
動
車
株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役　

河
村
隆
平
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鹿
部
町
行
財
政
計
画
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て

�
�
�
�
�
�

　

平
成　

年
７
月　

日

２０

１５

�
�
�
�
�

　

担
当
課
か
ら
説
明
を
受
け
、

提
出
の
あ
っ
た
資
料
に
基
づ
き

調
査
を
実
施
し
た
。
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�
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当
町
で
は
、
長
引
く
景
気
の

低
迷
や
国
の
進
め
る
「
三
位
一

体
の
改
革
」
に
よ
る
地
方
交
付

税
・
補
助
金
の
減
少
な
ど
の
状

況
を
踏
ま
え
、
平
成　

年　

月

１６

１０

に
行
財
政
改
革
室
を
設
け
、
今

後　

年
間
を
推
計
し
た
「
鹿
部

１０
町
行
財
政
計
画
」
を
策
定
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
平
成　

年
度
か

１７

ら　

年
度
ま
で
の　

ヵ
年
計
画

２６

１０

で
、
平
成　

年
度
を
初
年
度
と

１７

し
て
事
務
・
事
業
の
見
直
し
等
、
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委
員
長　

竹
ヶ
原
公
勝

　
　

副
委
員
長　

浦　
　

梅
吉

　
　

委　
　

員　

伊
藤　

辰
男

　
　

委　
　

員　

千
葉　

光
義

　
　

委　
　

員　

吉　
　

英
樹
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さ
ま
ざ
ま
な
行
財
政
改
革
の
取

組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

本
計
画
で
は
、
地
方
交
付
税

等
の
削
減
に
よ
る
歳
入
不
足
を

補
う
た
め
、
事
務
・
事
業
の
見

直
し
を
図
る
と
と
も
に
、
人
件

費
や
物
件
費
な
ど
の
削
減
を
行

い
平
成　

年
度
末
の
基
金
残
高

１６

　

億
８
千
２
百　

万
７
千
円
を

１７

６６

計
画
的
に
運
用
し
行
政
運
営
を

行
う
も
の
で
、
最
終
年
度
と
な

る
平
成　

年
度
末
の
基
金
残
高

２６

は
、
６
億
６
千
３
百　

万
１
千

８２

円
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　

基
金
の
運
用
計
画
は
、
平
成

　

年
度
が
ピ
ー
ク
で
、
２
億
９

２１千
８
百　

万
２
千
円
の
取
崩
し

６９

を
予
定
し
て
い
る
が
、
平
成　
２３

年
度
に
は
１
億
７
千
１
百　

万
７３

円
ま
で
減
少
し
、
最
終
年
と
な

る
平
成　

年
度
で
は
、
１
千
６

２６

百　

万
５
千
円
ま
で
減
少
す
る

９３
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
基
金
の
運
用
状

況
で
あ
る
が
、
当
初
の
計
画
で

平
成　

年
度
末
の
残
高
を　

億

１９

１４

６
千
２
百　

万
円
と
推
計
し
て

７７

い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、　

年
１９

度
決
算
に
お
い
て
は
計
画
を
３

億
１
千
９
百　

万
７
千
円
上
回

２３

り　

億
８
千
３
百
７
千
円
の
残

１７
高
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
予
期
せ
ぬ
行
政
需
要

や
国
か
ら
交
付
さ
れ
て
い
る
地

方
交
付
税
が
大
幅
に
削
減
さ
れ

な
け
れ
ば
平
成　

年
度
末
の
基

２６

金
残
高
は
、
当
初
の
計
画
を
上

回
る
９
億
円
程
度
と
な
る
見
込

み
で
あ
る
。

　

地
方
債
残
高
（
借
入
残
高
）

は
、
当
初
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し

た
平
成　

年
度
末
に
お
い
て　

１６

３５

億
７
千
５
百　

万
７
千
円
で
あ

４８

っ
た
が
、
平
成　

年
度
ま
で
の

１８

３
ヵ
年
で
高
金
利
の
地
方
債
を

繰
り
上
げ
償
還
す
る
な
ど
、
負

担
の
軽
減
が
図
ら
れ
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
平
成

　

年
度
中
に
お
け
る
地
方
債
の

１９償
還
額
は
、
当
初
計
画
し
て
い

た
４
億
１
千
５
百　

万
９
千
円

４９

を
下
回
る
３
億
４
千　

万
９
千

７５

円
と
な
り
、
平
成　

年
度
末
現

１９

在
の
地
方
債
残
高
は
、　

億
６

２９

千
８
百　

万
５
千
円
と
な
っ
て

６１

い
る
。

　

今
後
、
地
方
分
権
の
進
展
に

伴
い
新
た
な
行
政
需
要
も
予
想

さ
れ
る
な
ど
、
こ
れ
か
ら
も
厳

し
い
財
政
環
境
が
続
く
と
思
わ

れ
る
が
、
健
全
で
安
定
し
た
財

政
運
営
に
努
め
適
切
な
対
応
を

望
む
も
の
で
あ
る
。
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平
成　

年
度
鹿
部
町
保
健
事

２０

業
（
各
種
検
診
）
の
実
施
予
定

に
つ
い
て

�
�
�
�
�
�

　

平
成　

年
７
月　

日

２０

１６

�
�
�
�
�

　

担
当
課
よ
り
説
明
を
受
け
、

資
料
に
基
づ
き
調
査
を
実
施
し

た
。

�
�
�
�
�

　

今
年
度
の
保
健
事
業
（
各
種

検
診
）
は
、　

項
目
が
予
定
さ

３２

れ
て
お
り
、
主
な
も
の
と
し
て

特
定
健
診
、
脳
ド
ッ
ク
、
各
種

が
ん
検
診
、
健
康
相
談
・
教
育
、

乳
幼
児
健
診
、
予
防
接
種
等
で
、

こ
れ
ら
の
事
業
費
と
し
て
１
千

５
百　

万
円
の
予
算
が
計
上
さ

７５

れ
て
い
る
。

　

平
成　

年
４
月
か
ら
各
種
健

２０

（
検
）
診
の
実
施
主
体
や
対
象

者
等
が
変
わ
り
、
こ
れ
ま
で
実

施
し
て
き
た
基
本
健
診
（
住
民

健
診
）
が
老
人
保
健
法
の
廃
止

に
よ
っ
て
高
齢
者
医
療
確
保
法

に
よ
る
特
定
健
診
へ
移
行
さ
れ
、

各
医
療
保
険
者
に
お
い
て
実
施

す
る
こ
と
が
義
務
化
さ
れ
た
。

　

当
町
に
お
い
て
は
、
国
保
加

入
者
の　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の

４０

７４

町
民
に
つ
い
て
実
施
義
務
を
負

う
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ま
で
基
本
健
診
を
実
施
し
て

き
た
衛
生
部
門
が
特
定
健
診
を

実
施
し
健
診
に
係
る
予
算
は
、

一
般
会
計
で
予
算
計
上
し
、
掛

か
っ
た
経
費
に
つ
い
て
は
、
国

保
会
計
か
ら
繰
入
さ
れ
る
。

　

特
定
健
診
で
は
、
身
体
計
測
、

血
液
検
査
、
尿
検
査
、
医
師
診

察
な
ど
が
実
施
さ
れ
、
高
血
圧

症
や
心
臓
病
、
糖
尿
病
と
い
っ

た
生
活
習
慣
病
の
発
症
段
階
前

の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
が
疑

わ
れ
る
人
や
予
備
群
と
判
定
さ

れ
た
方
々
に
対
し
て
特
定
保
健

指
導
が
実
施
さ
れ
る
。
当
町
で

は
、
６
月　

日
か
ら　

日
に
か

２４

２６

け
て
各
地
域
に
お
い
て
特
定
健

診
が
実
施
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
対
象
者
１，

５
７
８
名

に
対
し
３
０
０
名
が
受
診
し
て

い
る
。
生
活
習
慣
病
の
発
症
段

階
前
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）

な
ど
に
着
目
し
た
特
定
健
診
並

び
に
特
定
保
健
指
導
は
、
生
活

習
慣
病
予
防
、
介
護
予
防
等
を

図
る
上
で
重
要
な
事
業
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
住
民

一
人
ひ
と
り
が
、
自
分
自
身
の

健
康
状
態
を
知
る
こ
と
が
で
き

健
康
管
理
に
対
す
る
意
識
が
高

ま
る
。
更
に
、
疾
病
予
防
、
疾

病
の
早
期
発
見
に
よ
り
、
医
療

費
の
抑
制
に
つ
な
が
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

　

今
後
も
充
実
し
た
保
健
事
業

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
啓

発
・
啓
蒙
活
動
を
強
化
し
、
受

診
率
の
向
上
に
努
め
、
住
民
の

健
康
増
進
に
尚
一
層
の
努
力
を

期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。
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委
員
長　

伊
藤　

辰
男

　
　

副
委
員
長　

吉　
　

英
樹

　
　

委　
　

員　

盛
田　

鐵
次

　
　

委　
　

員　

竹
ヶ
原
公
勝

�
�
�
�
�

　
　

委
員
長　

佐
藤　

頼
幸

　
　

副
委
員
長　

中
川　
　

一

　
　

委　
　

員　

盛
田　

鐵
次

　
　

委　
　

員　

小
林　
　

勲

　
　

委　
　

員　

野
田　

重
毅
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～傍聴手続きは簡単です。～

傍聴席の入り口にある傍聴人名簿に
住所と氏名を記入するだけです。　
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　町では滞納整理に努めており、ほとんどの住民の皆さんは町税を完納されていますが、納税に対する意識の低
い方も少なくありません。
　このことは、厳しい家計のやりくりの中から優先して町税を納付してくださる方との公正・公平性を欠くこと
からも、決して見過ごすことのできないものです。
　なお、納税に対する意識の低い方や納税相談の催告等に応じない方は、やむを得ず法的措置（給料などの債権・
その他財産の差押え）をもって強制的に徴収することになります。
　住民の皆さんには、ぜひとも事情をご理解いただき、町税の納付にご協力をいただきますようお願いします。

　

国
税
庁
で
は
、
国
民
各
層
に
税
に
対
す
る
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年　

月　

日
か
ら　

日
ま

１１

１１

１７

で
の
期
間
を
「
税
を
考
え
る
週
間
」
と
し
て
各
種
広
報
の

強
化
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
は
『
Ｉ
Ｔ
化
・
国
際
化
と
税
』
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

国
税
庁
が
進
め
て
い
る
『
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

e-Tax

ム
（     
）』
な
ど
Ｉ
Ｔ
化
へ
の
対
応
・
納
税
環
境
の
整

備
に
つ
い
て
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
経
済
活
動
の
国
際

化
対
応
と
し
て
各
国
の
税
務
当
局
と
の
取
組
を
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
紹
介
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
タ
ッ
ク
ス
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
の
協
力
の
も
と
、

次
の
よ
う
な
行
事
も
行
な
い
ま
す
。
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（役場　税務課　　℡７－５２９２）
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と　き　１１月６日（木）～１１日（火）
ところ　棒二森屋デパート（本館７階サロン）
内　容　○税の無料相談コーナー
　　　　○小・中学生による「税の書道展」
　　　　○中・高校生の税に関する作文
　　　　○中学生の税のポスター展
　　　　○インターネット・ｅ－Ｔａｘ体験コーナー
　　　　○偽ブランド商品の展示（税関資料展示）

と　き　１１月１４日（金）午後６時３０分
ところ　函館大学
内　容　○大学・短大・専門学校等の学生を対象とした「税」に関

するクイズ大会

◇お問合わせ　タックスフェア実行委員会
　　　　　　　事務局　函館青色申告会連合会
　　　　　　　℡０１３８－５５－３２７１
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１０．１はたはた２７９２．４すけそ
４，０７７４９．９さば３２，５５６４３．３たこ
１８０２．４福来５，３３６１４．９さけ
５９０２．０北寄貝１０．１ます
１０３０．１まぐろ３，９１７２９．０いか
３２１１．９たら１，５４０４．４かれい
３０．１きんきん５０３０．９油子

４，２５６３６．５つぶ１０２０．２黒そい
２３５０．１えび３，８５９１６．７ほっけ
１１８５．４いわし１４５０．４がや
４０２２．４その他魚類４５２．０かじか

２７８０．１平目
５８，９９６２２２．５合計１４９７．２さんま

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
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　今月はアメリカ･ニューオリンズ地方の伝統料理であるジャンバラヤを紹介します。
　この料理は、一言で言えば「多国籍おじや」のような料理です。アメリカ大陸の植民地時代にこの地域を開拓
したフランス系の労働者や漁師達の間で食べられはじめ、のちにスペイン、ドイツ、西アフリカ、イタリアなど
多国籍の文化が交じり合って生まれました。フランス系のアメリカ人の間で食べられてきましたが、起源となっ
たのはスペイン料理のパエリアではないかといわれています。この地域で発展した伝統料理は、地元で手に入る
食材を生かした素朴でシンプルな庶民の料理である「ケイジャン料理」と、イタリア料理の文化も取り入れ、ト
マトソースを使ったり、都会的で高級料理志向の「クレオール料理」があります。両者の共通点は「聖なる三位
一体」（“�������	
	��”、料理のベースとなる、タマネギ、セロリ、ピーマンを炒めたもの）を料理のベースに使
用したり、エビや牡蠣（カキ）、蟹を中心に魚介類をふんだんに使ったり、香辛料を使ってピリッとスパイシーに
仕上げている点です。またケイジャンは長い間自給自足せざるを得なかったため、ザリガニやアメリカアリゲー
ター、カエルといった土着の食材もよく使われます。今回はケイジャン・クレオールのどちらの要素も取り入れ
たジャンバラヤです。

鉄カルシウム炭水化物脂質たんぱく質エネルギー重量
（�）（�）（�）（�）（�）（����）（�）
１．９３９７９．３１６．８１３．７５３１２８９

食塩相当量食物繊維コレステロールビタミンＣビタミンＢ２ビタミンＢ１ビタミンＡ
（�）（�）（�）（�）（�）（�）（����）
１．５３．３２９２５０．１６０．２３５７

レシピ
１．米は洗ってザルに上げ、乾かす。
２．鶏もも肉は大きめの一口大に切り、塩、こしょうをまぶして下味をつける。
３．チョリソソーセージは１�厚さの輪切りにする。
４．玉ねぎ、セロリ、ピーマンは１�角に切り、にんにくはみじん切りにする。
５．フライパンに油大さじ１/２を足してにんにくを炒め焼き色をつけてとり出す。
６．５のフライパンに油大さじ１と１/２を足してにんにくを炒め、香りが出たら

チョリソソーセージ、玉ねぎ、セロリを加えて中火で炒め、玉ねぎが透き通っ
てきたらピーマンも加えてさっと炒める。

７．米を加えて弱火にし、米が透明になるまでじっくり炒め、トマトケチャップを
混ぜる。

８．炊飯器に７を移してタイム、チリペッパー、粗びき黒こしょう、塩を加え、熱
いスープを注いでよく混ぜ、５の鶏肉をのせ、ふたをしてスイッチを入れる。

９．炊き上がったら約１０分蒸らし、底から混ぜて器に盛る。

１人分４人分材　　　　料

８５ｇ
３０ｇ
１０ｇ
２５ｇ
 ３ｇ
２０ｇ
１５ｇ
８８ｇ
５０�

３４０ｇ　（２カップ）
１２０ｇ　１/２個
 ４０ｇ　２本
１００ｇ　１/２枚
 １２ｇ　大１かけ
 ８０ｇ　２/３本
 ６０ｇ　２個
３５０ｇ　（カップ１～２）
２００�
　　　小さじ２
１枚
小さじ１/２
小さじ１/２
少々多め
適宜
適宜
適宜

米
玉ねぎ
チョリソソーセージ
鶏もも肉
にんにく
セロリ
ピーマン
トマトケチャップ
スープ
（コンソメ）
ローレル
タイム（ドライ）
カイエンペッパー
ペッパーソース（またはタバスコ）
塩
黒こしょう
油

������
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月　

日
（
土
）　

日
（
日
）、
山
村
広
場
野
球
場

１０

１１

１２

を
は
じ
め
と
し
た
４
会
場
に
お
い
て
、「
盛
田
幸
妃

杯
少
年
野
球
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、
盛
田
幸
妃
氏
に
よ
る
、
地
元
へ
の
恩

返
し
の
気
持
ち
か
ら
実
現
し
、
将
来
の
道
産
子
プ
ロ

野
球
選
手
育
成
の
一
助
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
、

今
回
で
５
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

強
風
の
中
、
大
会
に
は
、
地
元
鹿
部
ク
ラ
ッ
プ
ー

ズ
を
は
じ
め　

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
４
ブ
ロ
ッ
ク
に

１２

よ
る
白
熱
の
リ
ー
グ
戦
か
ら
勝
ち
上
が
っ
た
４
チ
ー

ム
が
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
雌
雄
を
決
し
ま
し
た
。

　

優
勝
チ
ー
ム
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
二
連
覇
と
な

っ
た
我
ら
が
地
元
鹿
部

ク
ラ
ッ
プ
ー
ズ
で
し
た

！
　

主
催
の
盛
田
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
！

　

秋
の
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の
９
月　

日
（
土
）
午
前
９
時
か
ら
、

２７

国
道
や
道
道
沿
い
の
町
内　

箇
所
に
お
い
て
「
町
民
総
ぐ
る
み
交
通

１２

安
全
旗
の
波
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
は
今
年
で
３
回
目
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
が
、
各
町
内

会
長
や
交
通
安
全
部
長
、
町
内
事
業
所
の
協
力
の
も
と
約
３
０
０
名

の
町
民
が
参
加
し
、
心
一
つ
に
街
頭
啓
発
を

行
っ
て
、
通
過
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運
転
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

昨
年
は
北
海
道
内
の
交
通
事
故
死
亡
者
が

３
年
連
続
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
を
回
避
し
ま
し
た

が
、
未
だ
年
間　

人
近
く
も
の
尊
い
命
が
交

３００

通
事
故
の
犠
牲
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
町
民

の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
意
識

を
高
め
、
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
、
遭
わ

な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
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月　

日
（
土
）、
山
村
広
場

１０

１８

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、

「
第
４
回
鹿
部
カ
ッ
プ
近
隣
市

町
小
学
生
サ
ッ
カ
ー
交
流
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
鹿
部
ジ
ュ
ニ
ア

Ｆ
Ｃ
を
含
む
８
チ
ー
ム
が
参
戦

し
、「
８
人
制
ル
ー
ル
」
の
も
と
、

熱
い
試
合
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

地
元
鹿
部
ジ
ュ
ニ
ア
Ｆ
Ｃ
は
、

見
事
、
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し

た
！
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��������� （１６）

�������	
����
９月に観測された駒ケ岳の状況についてお知らせします。
������昭和４年火口からの噴煙の高さは火口縁上８０ｍ以下で推移し、噴煙活動は静穏な状況状況です。
������地震活動は低調に経過しました。震源は火口原の浅い所で、これまでと比べて変化はありません

でした。火山性微動は観測されませんでした。
������ＧＰＳ連続観測では、季節変動の影響も見られますが、わずかな山体膨張を示す基線長の伸びの

傾向が引き続き認められています。

�������	
��

※　火山情報は、札幌管区気象台ホームページでも閲覧することができます。ＵＲＬ：�����������	
�������
������
※　駒ケ岳の火山噴火警戒レベルは１です。

９月８月７月６月５月４月３月２月１月１２月１１月１０月

５１３２２１０１２１３２剣ヶ峯東地震回数
（山頂火口原附近）　　

００１０１００００００１観測点Ａ地震回数
（赤井川登山道６合目附近）

００００００００００００観測点Ａ微動回数
（赤井川登山道６合目附近）

窃盗犯認知件数全刑法犯
認知件数 計自動車盗車上狙い侵入盗

２件０件０件１件３件町　内

�������	
�����

物損事故傷者数死者数発生件数

７件２人０人２件町　内

�������	
�������

��������	
������
��������	
��������������������� !�"#! $"���

�������	��

　今月は森警察所管地域での刑法犯が大幅に増加、今年の３月以降、７ヶ月連続で増加しており、
歯止めがかからない状況です。
　特に侵入窃盗、車上ねらいが増加していますので、かならず施錠することを心がけましょう。

����������������

� �����������������������������������������������������������������������������������������

○デイライト運動 ～ ヘッドライトの昼間点灯で防衛運転！
○スピードダウン ～ 無理のない運行計画を！
○シートベルトは命綱！ ～ 後部座席も含めて同乗者全員が着用を！
○飲酒運転追放 ～ 飲んだら乗るな！　二日酔いでもアルコールの影響が。
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自
衛
隊
函
館
地
方
協
力
本
部
で

は
、
次
の
日
程
で
採
用
試
験
を
実

施
し
ま
す
。

○
募
集
区
分：

２
等
陸
士（
男
子
）

○
試
験
日
時

・　

月
９
日
（
日
）

１１
・　

月
６
日
（
土
）

１２
・　

月
７
日
（
日
）

１２
□
お
問
合
せ

　

自
衛
隊
函
館
地
方
協
力
本
部

　

℡
０
１
３
８�
５
３�
６
２
４
１
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��������� （１８）
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平成２０年９月３０日現在
（　　）は前月比です

世帯数　１，８１８世帯（－１）
　男　　２，３０６ 人 （＋４）
　女　　２，４０５ 人 （－３）
　計　　４，７１１ 人 （＋１）

●６５歳以上の人口 １，２０６人
　高齢化率　　　　２５．６％

�
�
�
�
�

小
笠
原　

源　

蔵
さ
ん �

�
�

七
一
歳 �
�本

別

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

平　

井　
 
勝 　
 
瑛 
く
ん

し
ょ
う 

え
い

�
�
�

勝　

弘 �
�宮

浜

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

� �����������������������������������������������������������������������������������������

（
注
）お
誕
生
、
お
く
や
み
欄
に
つ
い
て
の

掲
載
は
、
役
場
民
生
課
窓
口
で
掲
載
承
諾

を
頂
い
て
載
せ
て
お
り
ま
す
。
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